
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三木の森林だより
み  き            も  り 
森町森林組合 

冬号  
発行日 R８.1.23 

合
併
総
代
会
を
開
催 

～
原
案
通
り
可
決
さ
れ
る
～ 

 

 

令
和
８
年 

新
年
挨
拶
会 

            

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
年
は
６
３
年
の
森
町
森
林
組
合
が
幕
を
下
ろ
し
、
４
月

か
ら
は
「
遠
州
み
ら
い
森
林
組
合
」
が
誕
生
し
ま
す
。 

振
り
返
る
と
６
０
年
前
も
大
き
な
高
度
経
済
成
長
の
変
換

点
の
時
代
で
し
た
。 

こ
の
度
、
掛
川
市
森
林
組
合
と
の
合
併
も
社
会
的
・
経
済

的
な
歴
史
的
変
換
点
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

私
ど
も
森
町
森
林
組
合
は
、
一
回
り
二
回
り
も
大
き
な
森

林
組
合
に
衣
替
え
を
し
、
社
会
的
責
任
を
果
た
し
つ
つ
組
合

員
の
森
林
管
理
を
更
に
充
実
さ
せ
、
よ
り
一
層
、
持
続
可
能

な
森
林
経
営
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。 

私
た
ち
森
町
森
林
組
合
は
諸
先
輩
方
が
積
み
上
げ
て
き
た

功
績
を
し
っ
か
り
と
継
承
し
、
有
終
の
美
を
飾
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。 

そ
し
て
新
た
な
「
遠
州
み
ら
い
森
林
組
合
」
と
な
っ
て
挑

戦
し
て
参
り
ま
す
。 

             

謹

ん
で
新

年

の
ご
挨

拶

を

申

し
上

げ
ま
す
。 

本

年

も
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願

い
致

し
ま
す
。 

 

令

和

八

年

 

元

旦

 

 

代

表

理

事

組

合

長 

甚
沢 

万
之
助 

代

表

理

事

副

組

合

長 

髙

松

 

和

宏 

理 
 

事 
 
 
 
 
 
 

木

下

 

道

雄 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴

木

 

均 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐

藤

 

雄

一 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 

森

下

 

義

明 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
村 

玄
四
郎 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 

髙

木

 

宏

理 

代

表

監

事 

富

田

 

正

治 

監 
 

事 
 
 
 
 
 
 

瀧

下

 

和

俊 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 

森

下

 

茂  

統
括
兼
森
林
整
備
課
長 

鈴

木

 

啓

史 

同 

森
林
整
備
係 

 

舟
津 

希
代
美 

森
林
計
画
課
長 

 
 
 

村

山

 

英

人 

総
務
課
長 

 
 
 
 
 

鈴

木

 

清

之 

総
務
課
長
補
佐 

 
 
 

守

谷

 

康

弘 

同 
 
 
 
 
 
 
 

加

藤

 

美

幸 

総
務
課
経
理
係
長 

 
 

奥

宮

 

紀

子 

森
林
施
業
係
長 

 
 
 

山

出

 

哲

聖 

同 
 
 
 
 
 
 
 

尾

﨑

 

武

司 

森
林
整
備
係 

 
 
 
 

坂

倉

 

悠

斗 

同 
 
 
 
 
 
 
 

杉

浦

 

大

樹 

同 
 
 
 
 
 
 
 

山

内

 

翔

平  

従
業
員
一

同 

 

 

審
議
に
入
る
前
に
甚
沢
万
之
助
組
合
長
は
、

日
々
の
組
合
運
営
に
於
い
て
、
ご
指
導
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
冒
頭
で
御
礼
申

し
上
げ
挨
拶
を
致
し
ま
し
た
。 

本
日
、
ご
審
議
頂
く
掛
川
市
森
林
組
合
と
の

合
併
に
関
す
る
議
案
は
、
令
和
４
年
に
設
立
し

た
業
務
提
携
研
究
会
、
そ
し
て
令
和
６
年
に
設

立
さ
れ
た
合
併
協
議
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議

を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
こ
の
激
変
の
時
代
に
対
応
し
、
組

合
員
の
森
林
経
営
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
出
来

る
新
し
い
森
林
組
合
を
目
指
す
た
め
、
合
併
を

提
案
す
る
事
を
決
意
し
ま
し
た
。 

                    

続
い
て
議
長
に
天
方
地
区
の
浦
上
正
男
氏
を

選
出
し
て
議
事
に
入
り
、
上
程
し
た
第
１
号
議

案
か
ら
第
４
号
議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
決
定

さ
れ
、
無
事
総
代
会
を
終
了
致
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
合
併
総
代
会
で
は
３
名
の
設
立
委
員

が
承
認
さ
れ
、
掛
川
市
森
林
組
合
の
設
立
委
員 

 

 

 
 

代表理事組合長 甚沢万之助 

 

 

 

令
和
７
年
１
１
月
２
８
日
に
三
倉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
合
併
総
代
会
が
本
人
出
席
１
９
名
・

書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
７
６
名
、
合
計
９
５
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
代
会
に
は
総
代
・
役
員
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
と
し
て
森
町
長 

太
田
康
雄
氏
、
静
岡
県
中
遠
農
林

事
務
所
長 

好
田
成
志
氏
、
静
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
長 

中
谷
多
加
二
氏
の
ご
臨
席
を
賜
り
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

合併総代会議案 
 

第１号議案（賛成 93 名 反対 0 名 無効 1 名） 

合併並びに合併契約書承認の件 

 

第２号議案（賛成 94 名 反対 0 名 無効 0 名） 

事業経営計画(案)の承認の件 

 

第３号議案（賛成 93 名 反対 0 名 無効 1 名） 

遠州みらい森林組合設立委員会規程(案) 

の承認並びに設立委員選任の件 

 

第４号議案（賛成 90 名 反対 2 名 無効 2 名） 

役員退職慰労金支給について 

 

 

３
名
、
計
６
名
で
令
和
８
年
４
月
１
日
発
足
す

る
「
遠
州
み
ら
い
森
林
組
合
」
の
合
併
手
続
き
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発行／森町森林組合 

〒437-0208 静岡県周智郡森町三倉 826-2 

TEL : 0538-86-0211  FAX : 0538-86-0212 

E-Mail : jigyou@forest-morimachi.or.jp 

URL：http://www.forest-morimachi.or.jp 

す ぎ 
長さ 

(m) 

末口径 

(cm) 
中 値 

1 本当たり 

単価(円) 
摘   要 

3m 

14 15,000 885 柱目 3.5 寸取 

16～18 16,000 1,392 柱目 4 寸取 

20～ 16,000 2,112 中目 

4m 

14 14,000 1,092 桁目 3.5 寸取 

16～18 16,000 1,856 桁目 4 寸取 

20～22 16,500 2,904 中目 

24～28 18,000 4,860 中目 

30～34 18,000 7,380 二番玉節小 

6m 
16～18 - - 通し柱４寸 

20～22 - - 通し柱太角 

 

ひのき 
長さ 

(m) 

末口径 

(cm) 
中 値 

1 本当たり 

単価(円) 
摘   要 

3m 

14 19,000 1,121 柱目 3.5 寸取 

16～18 23,000 2,001 柱目 4 寸取 

20～ 20,000 2,640 太角目 

4m 

14 19,000 1,482 土台目 3.5 寸取 

16～18 20,000 2,320 土台 4 寸取 

20～22 20,000 3,520 中目縁甲取 

24～28 23,000 6,210 中目 

30～34 24,000 9,840 二番玉節小 

6m 
16～18 28,000 5,432 通し柱４寸 

20～22 24,000 6,360 通し柱太角 

 

令和 8 年 1 月 14 日 回市) 84 台

三 木 の 森 林 だ よ り 
山のことなら何でも森町森林組合に 

購買情報 
 

種駒打ちシーズンが到来！ 
購買担当の加藤が自信を持ってお

勧めするのが、森産業のにく丸(森

290号)です。 

全国的に最も多く使用されている

品種であり、乾・生両方で大活躍す

る品種で、発生は 

接種翌年の 9～11月 

にかけてボリューム 

感のあるキノコが発 

生します。 

 

 

令和８年 立木伐採カレンダー 
◎昔から暦の上で毎月のうち、木の伐れる良い日が伝えられております。参考にして下さい。 大つち● 小つち■ 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

1 月 ● ● 〇 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

2 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ●  

3 月 ● ● ● 〇 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

4 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ●  

5 月 ● ● 〇 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

6 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ●  

7 月 ● 〇 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

8 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 

9 月 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

10 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ■ 

11 月 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

12 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ■ ■ 

※大つち・小つちはともに 7日間です。その時期に木を伐ると丸太の状態では虫が入りやすく腐り易くなります。 

※逆に、除伐はこの時期に伐ると早く腐り易く、山の肥料化を促します。※この表は伐採（根放し）の目安です。造材（玉切り）は関係ありません。 

 
 

  

¥5,038(税込) 1,000 駒入 
 

森組からお知らせ 
 

● 組合員名簿等名義変更について 

所有森林で相続・取得・売却等が

生じた際には、組合員名簿及び出資

証券の名義変更等が必要となります

ので御連絡下さい。 

 

 

新たに 2名の職員が加わる  ～新人紹介～ 
 

 

 

 

技術職員 山内 翔平 森林施業係 
 

愛媛県で林業を 11年間携わり、森林管理や

現場作業の基礎を身に付けてきました。 

Ｉターンで 12月よりお世話になっています。 

これまで培ってきた知識や技術を直接活か 
 

事務職員 舟津 希代美 森林整備係 
 

大学で森林を学び 2001 年から 6 年間、掛川

市森林組合で勤務しました。 

出産を機に退職、森町に移住して 15 年、森

町の人の温かさを感じながら暮らしています。 

微力ながら森林の持つ 
 

 
 

  

 

し、森町の自然環境を守

りながら持続可能な林業

の実現に貢献したいと思

います。 

 

多面的機能の発揮に貢献

出来るよう頑張っていき

たいと思います。 

  


